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解決策の記述
・パソコンを導入し、顧客台帳をコンピュータ化する。
・現在3～4系列ある個別顧客台帳のニーズをすべて取り込んだ顧客台帳とする。
例：P事業台帳に必要な項目
P顧客責任者（Pマネジャ）区分
P顧客担当者（P担当）区分
P研究会メンバ区分（複数区分必要）
・各人から更新データが回付されたら､事務担当が原則として当日中に顧客台帳の更新を行い、照会ニーズに対応する。
・パソコン操作（照会・出力）は、だれでも可能とする。
・担当者の増員は行わない。

